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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（令和元年８月分） 

令和元年９月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

（２） エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

（２） 二国間関係 

（３） 日・ＢＨ関係 

３．経済 

（１） 経済政策・公共事業 

（２） 経済協力 

（３） 民間セクター 

（注：以下は、当地紙報道等の公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●大統領評議会、２０１９年国家予算を承認

（７月３１日） 

大統領評議会は２０１９年の国家予算案を

承認。同予算案は、現閣僚評議会が今年１月

に承認し、大統領評議会に対して送付してい

たもので、成立には今後ＢＨ議会による承認

が必要。一方で、ドディック大統領評議会メン

バー（セルビア系）は今後の展開に関して、新

閣僚評議会の発足までＢＨ議会は予算承認を

行わないとの見通しを述べた。 

 

●シャロビッチＳＤＳ党首、ＳＮＳＤ抜きの連立

交渉の可能性に言及（２日） 

シャロビッチＳＤＳ（セルビア系野党第一党）

党首（現対外貿易・経済関係相）は、昨年１０

月の総選挙後の新閣僚評議会発足が遅れる

中、今後、現在ＳＮＳＤとともに連立交渉に参

加しているセルビア系政党の民主人民同盟

（ＤＮＳ）およびＲＳ社会党（ＳＰＲＳ）に対して、

ＳＮＳＤ抜きの連立交渉を提案する可能性に

言及。一方でマリャナツＳＰＲＳ副党首は、同

党がシャロビッチ党首の提案に応じる予定は

ない旨発言している。 

 

●３民族主要政党、政権発足に向けた覚書に

合意（５日） 

ＳＮＳＤ（セルビア系最大政党）、ＳＤＡ（ボシ

ュニャク系最大政党）、ＨＤＺ（クロアチア系最

大政党）の３民族主要政党は、ＥＵによる仲介

の下、新閣僚評議会の早期発足を目指す旨

の覚書に合意。その一方で３党党首は、連立

交渉の争点となっているＮＡＴＯへの年次国家
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計画（ＡＮＰ）の提出問題に関しては依然とし

て合意を形成できていない。同覚書の履行期

限は、合意から１か月後の９月５日。 

 

●ズビズディッチ新ＢＨ議会下院議長が就任

（６日） 

ズビズディッチ新ＢＨ議会下院議長（ボシュ

ニャク系）が、クリシュト前議長（クロアチア系）

に代わり就任。ＢＨ議会上下両院の議長職は

８か月ごとの輪番制であり、ズビズディッチ新

議長の任期は２０２０年４月５日まで。なおズ

ビズディッチ新議長は、新閣僚評議会の発足

まで現閣僚評議会議長職を兼任する予定。 

 

●大統領評議会、新閣僚評議会議長の任命

で合意できず（２０、２７日） 

大統領評議会は、新閣僚評議会の議長任

命に向けて２度の会合を招集したものの、い

ずれも合意できず。同議長の任命をめぐって

は、コムシッチ大統領評議会議長（クロアチア

系）およびジャフェロビッチ・メンバー（ボシュニ

ャク系）が、連立交渉で争点となっている年次

国家計画（ＡＮＰ）のＮＡＴＯへの提出を議長任

命の条件として要求する一方で、ドディック・メ

ンバー（セルビア系）がそれに反対している。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＳＤＰ所属のＢＨ連邦下院議員５名、同党か

らの離党を表明（２６日） 

ＳＤＰ所属のＢＨ連邦議会下院議員５名が

同党からの離党を発表。同５名は今後、９月７

日に結党予定のＢＨ社会民主党（ＢＨＳＤＰ）に

参加する予定。ＢＨＳＤＰの中心メンバーは、ト

ゥズラ・カントンにおける連立交渉問題をめぐ

り７月にＳＤＰから除名されたビェディッチ前Ｓ

ＤＰトゥズラ・カントン支部長らになる見通し。な

お、今回の５議員の離党により、ＳＤＰ所属の

ＢＨ連邦下院議員は１６名から１１名に減少し

た。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディック大統領評議会メンバー、中央政府

機構からのＲＳ離脱の可能性に言及（２７日） 

ドディック大統領評議会メンバー（セルビア

系）は、９月５日までに新閣僚評議会議長の

任命が完了しない場合（同日は新政権発足に

向けた覚書の履行期限）、国防省、ＢＨ軍、裁

判所・検察庁などの中央政府機構からＲＳが

離脱する可能性がある旨発言。これに対して

コムシッチ大統領評議会議長（クロアチア系）

は、同発言は１９９２年にＢＨ紛争を引き起こし

た当時の政治家達の行動と同じであると批判

した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＰＩＣ・ＳＢ、新閣僚評議会の早期発足を求

める共同声明を発表（３０日） 

デイトン和平合意の履行支援を行う和平履

行評議会の運営委員会（ＰＩＣ・ＳＢ）は、ＢＨ国

内の各政治勢力に対して、昨年１０月の総選

挙後に停滞している新閣僚評議会の発足プロ

セスを早期に完了するとともに、憲法及び国

内の法律の遵守、中央政府機構の尊重など

を求める共同声明を発表した。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・クロアチア外相会談（１、１１日） 

ツルナダクＢＨ外相（セルビア系）は、クロア

チアのグルリッチ＝ラドマン外務・欧州担当相
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との間で会談を実施。両大臣は、両国間で懸

案となっているクロアチア政府による両国国境

付近への核廃棄物処理施設の建設問題、お

よび、ＢＨ南部のネウム市沖でクロアチア政府

が進めるペリェシャツ橋建設問題等に関して

協議を行った。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●坂本大使のコムシッチ大統領評議会議長と

の会談（５日） 

坂本秀之駐ＢＨ日本大使は、サラエボのＢ

Ｈ大統領府を訪問し、コムシッチ大統領評議

会議長（クロアチア系）との間で会談を実施。

両者は会談の中で、日・ＢＨの二国間関係お

よび現在のＢＨ政治情勢などにつき話し合っ

た。 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●第２６回ゼニツァ・ビジネス・フェアが１０月に

開催予定（８日） 

欧州各国からの企業が参加するゼニツァ・

ビジネス・フェアが、本年１０月１～５日に開催

される予定。今年で第２６回目を迎える同フェ

アはＢＨ最大のビジネス・フェアであり、今年

は現時点でクロアチア、イタリア、デンマーク

などから多数の企業が出展予定。 

 

（２）経済協力 

●ＥＵ、欧州高速道路５ｃ線の建設に１５００万

ユーロの追加支援を実施へ（１日） 

ＢＨ政府と欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）は、

ＢＨ南北をつなぐ欧州高速道路５ｃ線の建設

に対して、ＥＵが１５００万ユーロの追加資金

援助を実施する旨の合意を締結。同資金は今

後、ヨホバツ・ルダンカ（ともにＲＳ）区間の建

設に充てられる予定。同合意に関してベバン

ダＢＨ財相は、高速道路建設によるＥＵ圏との

連結性向上はＢＨ経済の更なる発展に繋がる

との期待感を示した。 

 

●ＥＵ、ＢＨ国内の難民対策に１０００万ユーロ

の追加資金援助を決定（１９日） 

欧州委員会は、ＢＨに流入する難民対策支

援として、ＢＨ政府に対する１０００万ユーロの

追加資金援助の実施を決定。これにより、難

民対策に関するＥＵの対ＢＨ資金援助額は、２

０１８年からの累計で３４００万ユーロに上る。 

 

（３）民間セクター 

●２０１８年の対ＢＨ海外直接投資額は３億ユ

ーロ超に（１３日） 

ＢＨ中央銀行（ＣＢＢＨ）は、２０１８年の対Ｂ

Ｈ海外直接投資額が約７億８，３４０万ＫＭ（約

３億９，１７０万ユーロ）を記録したと発表。同

数値は名目値で２０１７年とほぼ同額。国別の

投資元上位および主な投資先は以下の通り。 

 

国別投資元上位 

１．ロシア 約７，０１０万ユーロ 

２．クロアチア 約５，３０５万ユーロ 

３．オランダ 約４，７００万ユーロ 

 

投資先上位 

１．金融サービス 約７，２８０万ユーロ 

２．コークス・石油精

製品 

約６，７９０万ユーロ 

３．小売業 約４，３８５万ユーロ 

 


